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東京木材問屋協同組合（東木協）「長寿を祝う会」に参加して　令和 8年 4月 3日（金）開催

青 木 行 雄

　当、東木協では毎年、組合員で経営者又は前・元代表者だった方で、75才・80才・85才・満88才以上
になられた方を「長寿を祝う会」におまねきし、労をねぎらう会をもうけ「長寿を祝う会」として御案内さ
れている。
　今年、令和 8年度は申告された方が24名いて当日参加された方が、15名おられた。それに体の不自由
な方は付添人、役員方もいて総勢31人の参加だった。
　初日の集合は深川不動堂（成田不動）に午前11時に集合護摩焚に参加した。そして全員で八難除で災い
を祓った。仏前で護摩焚で 3台の太鼓が鳴り響き、私の腕のAI時計では90デシベルの音が30分続くと耳
が故障するからと注意信号が何回も出る程の大音量だったが無事に終了。ホテルイースト21東京に移動
する。そして宴会前に写真室へ。全員写真終了後、宴会会場へ移った。
　そして正午より、小泉勝常務理事による司会で祝宴が始まった。
　司会、小泉勝常務理事、三共木材（株）社長。
　現、東木協の理事長は、庄司木材（株）社長。
1．「お祝いのことば」
　祝宴で最初に庄司良雄理事長の挨拶。
　「御参加の皆様、ご長寿、誠におめでとうございます。
　久しぶりの晴天となり、桜満開の佳き日に皆様をお招きして、開催出来ます事は、私たちにとりまし
ても、大変喜ばしい事でございます。
　本日は75歳から95歳までの方々にご出席頂いております。
　皆様は、太平洋戦争が昭和20年に終結し敗戦国となった日本が、瞬く間に高度成長期を迎え、右肩上

長寿を祝う会で、初めに深川不動堂で護摩祈祷する。 庄司理事長、挨拶の後に 1ショット
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りの激動の時代を、多くのご苦労をなさりながら乗り越えた方々であり、深く敬意を表する次第であり
ます。
　我が東京木材問屋協同組合も、前身である東京材木問屋同業組合が明治39年に発足され今年120周年を
迎えます。歴代の理事長をはじめ役員の皆様組合員の皆様のご尽力により、今

こん

日
にち

私たちが豊かな組合活
動を送ることが出来ていることも感謝申し上げます。
　皆様の経験と知識は我々にとりまして大変貴重なものであり、過日も、とある会議で「ああだ・こう
だ」と紛糾した折、助言頂いたのも、人生の大ベテランの方でありました。そのご労苦とともに次世代
に引き継がねばならないと思っております。
　さて、木材には人の体をリラックスさせる力があるということで「木力」という言葉を商標登録してお
りますが、今年度からは「まね木ねっこ」というキャラクターもデザインとして木材のすばらしさ・木材
文化の更なる普及活動を展開し、木材の需要拡大となりますよう取り組んでおりますのでご支援いただ
きますようお願い申し上げます。
　結びとなりますが、今後とも暖かいご指導ご鞭撻賜ります様、お願い申し上げますと共に、皆様方の
尚一層のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、お祝いのご挨拶に代えさせて頂きます。本日は、おめでと
うございます。」
　以上が庄司理事長のご挨拶でした。

「お礼のことば」で挨拶する山﨑様

食卓の風景である。

笑顔で挨拶する森林副理事長

我がテーブルの面々。
左から、大出様、山﨑様、伊東様、私、細田様
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　祝事に合う、わかりやすく、すばらしい挨拶であり、ありがたく感謝申し上げます。
1．「お礼のことば」は
　山﨑良市様　（有）山良商店社長
　　長年東木協の理事として当組合の為にご尽力をつくれさた方である。
1．「祝宴・乾杯」
　岡田隆夫常務理事　（有）岡田商店社長
　　長寿の会らしい、長寿祝に合った言葉で乾杯し、祝宴は始まった。
1．「閉会のことば」
　森林慎介副理事長　森林商事（株）社長
　 　ユーモアもまじえて、すばらしい終宴の言葉だった。普段はあまり言葉少なく、笑顔の少ない方と
思っていたが、ユーモアもたくさんあって、楽しい閉会の言葉だった。ありがとうございました。
　又、組合の係の方々も受付から、案内や車のお世話から、手配など何から何まで大変お世話をおかけ
しました。感謝いたします。
　そして翌日早朝、挨拶状と共に手荷物が届いた。ご案内状の文面です。
　「謹啓
　陽春の候、皆さまにおかれましてはお健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　さて、このたびは満開の桜の下、長寿を祝う会を開催出来ましたこと、心よりお祝い申し上げます。
　つきましては、ささやかではございますが記念品を送付させていただきます。
　どうぞ笑納ください。　　　謹白」
　大変お世話になりました。
　ちょっと時間が早かったので不動堂近くの大横川の川沿いを散歩したが、大変な桜満開の景色に感動
いたしました。写真ものせました。

 令和 8年 4月 5日　記

集合前に大横川の土手を散策し、見事に桜が満開だった。となりのテーブルの方々。
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